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ね
り
ま
の
真
北
顛

￥

練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

つき　3　9　9　3　－1111

〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
文
化
財

～
新
規
指
定
・
登
録
文
化
財
紹
介
～

平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
、
「
金
来
院
御
宋

印
状
」
を
練
馬
区
の
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、

「
石
神
井
城
跡
出
土
小
刀
」
な
ど
5
件
を
新
た

に
区
の
登
録
文
化
財
と
し
ま
し
た
。

昭
和
六
一
年
に
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
で
、
登
録
文
化
財
が
一

三
六
件
に
な
り
、
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
も
の

三
五
件
が
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文

化
財
の
指
定
や
登
録
は
、
教
育
委
員
会
が
調
査

し
た
結
果
を
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
練
馬

区
文
化
財
保
護
審
議
会
」
　
に
諮
り
、
所
有
者
な

ど
の
同
意
を
得

て
決
定
し
ま
す
U

指
定
、
登
録

し
た
文
化
財
に

は
説
明
板
を
設

置
す
る
な
ど
、

活
用
に
努
め
、

保
護
し
て
い
き

ま
す
。

審議会の現地調査

恕
泉
縁
押
泉
坤
状

超
餐
有
形
東
経
財

●
所
在
地
　
金
乗
院
　
錦
二
の
四

徳
川
将
軍
が
金
来
院
の
寺
領
一
八
石
九
斗
に

つ
い
て
、
年
貢
な
ど
の
免
除
を
保
証
し
た
文
書

で
す
。
慶
安
二
年
　
（
一
六
四
九
）
　
三
代
将
軍
家

光
が
発
行
し
た
宋
印
状
か
ら
、
五
代
綱
吉
（
貞

享
二
年
二
六
八
五
）
、
八
代
吉
宗
　
（
享
和
三

年
二
七
一
八
）
、
九
代
家
重
　
（
延
享
四
年
・

一
七
四
七
）
、
一
〇
代
家
治
　
（
宝
暦
一
二
年
・

一
七
六
二
）
、
二
代
家
斉
（
天
明
八
年
二

七
八
八
）
、
一
二
代
家
慶
　
（
天
保
一
〇
年
二

八
三
九
）
、
〓
二
代
家
定
（
安
政
二
年
二
八

五
五
）
、
一
四
代
家
茂
　
（
万
延
元
年
二
八
六

〇
）
　
ま
で
、
九
点
が
一
括
し
て
漆
塗
り
の
　
「
御

朱
印
箱
」
　
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
在
位
期
間

が
短
い
な
ど
、
朱
印
状
を
発
行
し
な
か
っ
た
将

軍
も
い
ま
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
歴
代
将
軍
の
朱
印

状
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
斉
朱
印
状
を
除

き
、
高
級
紙
で
あ
る
大
高
檀
紙
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

朱
印
状
は
家
康
が
江
戸
に
移
っ
た
翌
年
の
天

正
一
九
年
　
（
一
五
九
一
）
　
か
ら
江
戸
や
近
郊
の

寺
社
に
対
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
区
内
で
は
、

三
宝
寺
　
（
石
神
井
台
）
　
を
は
じ
め
、
七
寺
院
に

朱
印
地
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺
社
の
格
式

を
示
す
と
と
も
に
、
将
軍
の
権
威
を
示
す
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。

〔
非
公
開
。
た
だ
し
、
境
内
に
家
光
朱
印
状
を

刻
ん
だ
石
碑
が
あ
り
ま
す
〕

馬
蹄
凍
滅
菌
叡
土
小
刀

番
線
賓
形
束
花
村

●
所
在
地
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

平
成
二
一
年
一
一
月
の
石
神
井
城
跡
構
造
解

明
発
掘
調
査
の
出
土
品
で
す
。
都
立
石
神
井
公

園
の
三
宝
寺
池
南
側
台
地
に
は
、
中
世
の
武
将

で
あ
る
豊
島
氏
の
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
城
は
土
塁
　
（
盛
土
）
　
や
堀
で
防
御
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
城
の
中
心
部
分
と
推
定
さ
れ
て

い
る
主
郭
は
氷
川
神
社
東
側
で
、
現
在
で
も
土

塁
と
堀
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
小
刀
は
主
郭
の
土
塁
の
下
の
層
か
ら
出

土
し
ま
し
た
。
土
塁
が
築
か
れ
た
の
は
、
最
近

の
調
査
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
太
田
道
港
に
攻
め
ら
れ
、
豊

島
氏
が
城
を
放
棄
し
た
の
が
文
明
九
年
　
（
一
四

徳川家光朱印状

七
七
）
　
で
す
の
で
、
小

刀
が
使
用
さ
れ
た
時
期

は
一
四
七
七
年
以
前
と

な
り
ま
す
。
小
刀
は
鍛

造
で
、
刃
の
先
端
が
欠

け
て
お
り
、
現
存
し
て

い
る
部
分
の
長
さ
は
一

六
・
三
c
m
で
す
。
全
国

的
に
も
こ
の
時
期
の
小

刀
の
類
例
は
少
な
く
貴

重
な
出
土
品
で
す
。

〔
常
時
展
示
は
し
て
い

ま
せ
ん
〕

（
四
頁
へ
つ
づ
く
）
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文
化
財
を
楽
し
ん

董

●

　

●

平
成
一
四
年
度
事
業
予
告

▼
開
催
日
一
一
月
一
〇
日
　
（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
尾
崎
遺
跡
資
料
展
示
室

（
区
立
春
日
小
学
校
内
）

区
民
の
皆
さ
ま
に
文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
義
や
見
学
、
実
習
を

組
み
合
わ
せ
た
　
「
文
化
財
講
座
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
次
の
内
容
で
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

〔
学
習
会
・
ね
り
ま
文
化
財
い
ど
ば
た
会
議
〕

文
化
財
か
ら
歴
史
を
知
る
方
法
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
文
化
財
が
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に

役
立
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

▼
開
催
時
期
　
七
月
～
一
〇
月
　
（
全
5
回
）

▼
六
月
一
二
号
ね
り
ま
区
報
で
募
集

〔
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
〕

練
馬
区
伝
統
工
芸
会
の
協
力
を
得
て
、
区
内
伝

統
工
芸
を
紹
介
し
、
そ
の
歴
史
や
技
術
な
ど
を

学
び
ま
す
。

▼
開
催
時
期
　
未
定

〔
区
内
文
化
財
を
調
べ
て
歩
く
〕

文
化
財
の
見
方
や
調
べ
方
を
講
義
で
学
び
、
事

前
調
べ
を
し
て
か
ら
、
区
内
文
化
財
を
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
探
訪
し
ま
す
。

▼
開
催
時
期
　
来
年
三
月

〔
ね
り
ま
郷
土
研
究
発
表
会
〕

郷
土
史
な
ど
に
関
わ
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
、

郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

▼
開
催
時
期
　
来
年
二
月
～
三
月

平
成
一
〇
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
　
「
石
神

井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
　
は
、
都
内
の
文
化
財
を
一

斉
に
公
開
す
る
　
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
　
の

参
加
事
業
で
す
。
中
世
の
武
将
、
豊
島
氏
の
城

で
あ
っ
た
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡
で
開
催

し
ま
す
。
昨
年
は
雨
で
中
止
に
な
り
、
今
回
で

四
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
内
容
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
市
民
参
加
に
よ
る
石
神
井
城
跡
構
造
解
明
発

掘
調
査

☆
発
掘
現
場
の
公
開
・
解
説

☆
い
ま
ま
で
の
石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
の
成
果

に
関
す
る
講
演
会
と
出
土
品
展
示

☆
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
催
し
「
い

ど
ば
た
会
議
」

☆
区
内
文
化
財
探
訪
写
真
パ
ネ
ル

☆
中
世
武
将
な
ど
に
扮
し
て
写
真
を
振
っ
た
り
、

文
化
財
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
解
く
「
写

真
撮
影
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

▼
開
催
日
一
一
月
九
日
　
（
土
）

※
発
掘
調
査
参
加
は
一
一
月
上
旬

区
が
設
定
し
た
「
ね
り
ま
の
散
歩
道
」
な
ど

を
講
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
、
郷
土
へ

の
理
解
を
深
め
ま
す
。

▼
開
催
時
期
一
〇
月
下
旬

昭
和
二
四
年
一
月
二
六
日
、
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
日
が

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
で
文
化
財
防
火
運
動
が
行
わ
れ
、
区
内
で

も
練
馬
・
光
が
丘
・
石
神
井
の
三
消
防
署
が
消

防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
を
火
災
な
ど
か

ら
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
皆

さ
ん
に
見
学
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▼
開
催
時
期
　
来
年
一
月
二
六
日
前
後

東
京
都
指
定
史
跡
「
尾
崎
遺
跡
」
と
練
馬
区

指
定
文
化
財
の
　
「
尾
崎
遺
跡
出
土
品
」
を
学
芸

員
が
解
説
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

　

●

　

●

●

●

●

　

●

●

●

●

　

●

　

●

●

●

新

刊

紹

介

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

『
線
名
の
雄
幸
屋
』
‥

●●

郷
土
資
料
室
で
は
、
こ
の
た
び
『
練
‥

馬
の
種
子
屋
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
‥

練
馬
区
は
か
つ
て
は
大
根
な
ど
の
‥

根
菜
類
の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
。
種
‥

子
屋
は
こ
れ
ら
の
タ
ネ
を
専
門
に
作
‥

り
、
農
家
に
優
良
な
タ
ネ
を
提
供
す
‥

る
こ
と
で
野
菜
作
り
を
支
え
て
き
ま
‥

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

練
馬
区
に
は
、
旧
下
練
馬
村
地
域
…

を
中
心
に
多
く
の
種
子
屋
が
あ
り
ま
…

し
た
。
近
在
の
農
家
は
も
と
よ
り
、
‥

遠
方
へ
も
タ
ネ
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
‥

練
馬
大
根
な
ど
、
当
地
の
特
産
物
を
‥

全
国
に
広
め
る
役
目
も
果
た
し
ま
し
‥

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

本
書
で
は
、
ね
り
ま
の
農
業
の
発
…

展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
‥

練
馬
の
種
子
屋
に
つ
い
て
、
写
真
や
‥

文
献
資
料
で
紹
介
し
、
そ
の
歩
み
を
‥

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
‥

参
加
申
込
み
方
法
等
は
適
宜
「
ね
り
ま
区
報
」

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
A
4
判
　
八
九
ペ
ー
ジ

○
価
格
　
三
〇
〇
円

○
頒
布
場
所
　
区
民
情
報
ひ
ろ
ば

（
区
役
所
本
庁
舎
2
階
）

郷
土
資
料
室

（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●●

2
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l l

宏
侶
厨
を
豹
偲
医
侶
盈
㊨

≒
－
主
■
■
▲
▼
三
号
▲
▼
文
化
財
保
護
推
進
員
の
活
動
に
ご
協
力
を

l l

l■ト日日l・◆Hlll・－■11ll・◆■‥l■・丁

奥
野
　
碓
司
さ
ん

局
神
林
台
風
揉

驚
何
　
者
久
さ
ん

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、
練
馬

区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和
六
三
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
間
で
、
平

成
一
四
年
二
月
一
日
付
で
第
八
期
日
の
十
二
名

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
方
々
は
、
二
一
に
分
け
ら
れ
た
区

内
の
各
地
域
を
担
当
し
、
文
化
財
保
護
の
た
め
、

巡
回
、
調
査
、
区
民
へ
の
お
声
か
け
な
ど
の
活

動
を
地
道
に
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
文
化
財
関
係
事
業
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

文
化
財
保
護
の
考
え
方
を
広
め
る
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
文
化
財
を
守
り
、
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
推
進
員
活
動
に
ど
う
ぞ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
期
の
推
進
員
は
、
一
〇
名
が
再
任
で
、
檎

山
月
子
氏
の
後
任
に
奥
野
雅
司
氏
、
瓜
生
活
氏

の
後
任
に
鷲
田
芳
夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
推
進
員
と
な
り
ま
し
た
奥
野
氏
と
鷲

田
氏
に
抱
負
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

〔
…

丸
大
泉
左
往

照
姫
の
原
点

を
尋
ね
て
、
石

神
井
城
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
手
伝
い
、

平
成
一
〇
年
一

〔推進員と担当地域図〕

⑫　⑪　⑲　⑨（沙　⑦（¢（9（彰（彰　②（手

井い新雪石ご奥ぞ長裏梅短鷲空岩完中東工く鈴享徳を

口吉井い井い野の坂嘉川だ田だ崎墓相苦藤ぎ木き川若

敏漂薫漂崇至芸…華…芸；芸…≡…≡≡
智ち

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
新
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
新
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

の
二
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
「
納
め
奉
る
」
と
書
く
訳
で

す
か
ら
、
単
に
　
「
寄
進
」
と
同
義
語
と
思
わ
れ

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以

上
に
奉
納
と
い
う
言
葉
に
は
　
「
祈
願
」
と
い
う

強
い
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

奉
納
物
に
限
ら
ず
と
も
、
有
形
無
形
の
全
て

の
文
化
財
に
は
、
そ
れ
を
作
っ
た
人
や
守
り
伝

え
て
き
た
人
々
の
無
数
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
　
「
思
い
」
　
こ
そ
が
重
要
な
の
で

す
。
練
馬
区
に
は
、
誇
る
べ
き
郷
土
の
文
化
財

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一

度
失
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
決
し
て
元
に
戻
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
只
と
っ
て
お
く
と

い
う
だ
け
で
は
、
や
が
て
保
存
す
る
意
味
自
体

が
失
わ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
文
化
を
財
産
と
し

て
、
大
切
に
す
る
精
神
を
次
代
に
向
け
て
育
む

こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

文
化
財
保
護
推
進
員
の
一
員
と
し
て
、
微
力

な
が
ら
も
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
月
、
東
京
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業
と
し
て
練
馬
区
で
は
、

「
石
神
井
城
と
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇

り
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
神
井
城
跡
を
会
場
に
、

遺
跡
発
掘
公
開
、
豊
島
氏
の
行
跡
パ
ネ
ル
展
示

等
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
は
協
力
員
と
し
て
参

加
し
、
石
神
井
川
・
白
子
川
流
域
を
は
じ
め
、

区
内
全
域
に
わ
た
り
、
様
々
な
文
化
財
が
点
在

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
先
人
が
営
々
と
培

っ
て
き
た
生
き
て
い
く
た
め
の
努
力
や
、
時
の

経
つ
速
さ
に
、
今
更
な
が
ら
驚
嘆
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
宝
寺
池
の
小
島
に
立
つ
石
碑
に
は
、

「
星
移
り
、
物
変
わ
り
、
春
秋
を
重
ね
る
事
五

百
回
、
天
地
の
悠
久
に
比
す
れ
ば
、
人
生
好
醇

の
如
く
、
興
亡
樽
た
夢
の
如
し
、
往
時
を
顧
る

者
些
な
く
、
年
経
る
に
つ
れ
此
の
郷
土
の
貴
き

史
蹟
を
忘
れ
ら
る
る
を
惜
し
み
て
、
之
を
岩
に

錦
し
て
後
世
に
伝
ふ
」
と
刻
ま
れ
、
六
十
五
年

前
の
先
人
も
憂
い
て
い
ま
す
。

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
私
た
ち
共
有
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
や
自
然
を
守
り
、
ふ
る
さ
と
ね

り
ま
の
誇
り
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、
諸
先
輩
の

教
導
を
受
け
な
が
ら
、
微
力
で
す
が
子
々
孫
々

に
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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手
ノ
密
猟
ぜ
阜
碑

番
傘
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
国
光
院
　
貫
井
五
の
七

門
に
向
か
っ
て
左
側
に
立
っ
て
い
る
高
さ
一

七
五
c
m
の
石
柱
で
す
。
正
面
に
「
子
ノ
聖
観
世

音
　
南
他
山
　
囲
光
院
」
、
向
か
っ
て
右
側
面

に
「
文
化
七
年
小
春
吉
日
　
今
改
暦
　
明
治
十

三
年
四
月
　
日
　
常
所
　
寺
世
話
人
」
、
左
側

面
に
　
「
池
内
商
人
構
　
（
講
）
　
中
　
世
話
人
　
市

□
　
平
□
」
　
（
口
は
地
中
で
判
読
で
き
な
い
）

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

に
地
元
の
商
人
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
　
銘
は
碑
の
移
設
な

ど
を
記
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

固
光
院
は
、
江
戸
時
代
の
書
物
に
よ
れ
ば
、

室
町
時
代
の
終
わ
り
に
円
長
法
師
が
開
い
た
と

さ
れ
、
観
音
堂
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
る
十
一
面

観
音
は
子
ノ
聖
観
音
（
ひ
じ
り
観
音
と
も
呼
ぶ
）

と
称
し
て
、
馬
頭
観
音
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
子
の
年
、
月
、
日
に
開
帳
さ
れ
る

と
と
も
に
、
明
治
の
頃
に
は
「
馬
か
け
（
競
馬
）
」

行
事
が
行
わ
れ
、
縁
日
に
は
市
が
立
ち
、
賑
わ

い
ま
し
た
。

庚
両
軸
且
郎
廃
線
凄
繭

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
広
川
青
五
さ
ん
　
練
馬
四
丁
目

広
川
桧
五
郎
（
一
八
八
九
－
一
九
五
二
）
は
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
工
芸
家
で

す
。
特
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
西
洋

化
の
流
れ
の
中
で
、
近
代
工
芸
の
誕
生
、
確
立

に
尽
力
し
ま
し
た
。
大
正
二
年
　
（
一
九
一
三
）

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
売
型
、
実
在
工
芸

美
術
会
な
ど
の
設
立
に
参
画
し
、
工
芸
改
革
の

中
心
的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
昭
和
一
〇
年
（
一

九
三
五
）
、
練
馬
区
に
居
住
し
ア
ト
リ
エ
を
構

え
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

作
品
、
下
図
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
ほ
か
、
示

風
会
創
立
趣
意
書
草
稿
（
昭
和
二
六
年
）
　
な
ど

工
芸
史
に
関
わ
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
す
。

〔
非
公
開
〕

示風会創立趣意書草稿

そ
寸
三
度
碑
顔
思
慮

登
錬
有
形
風
格
東
経
財

●
所
在
地
　
天
祖
神
社
　
下
石
神
井
六
の
一

鳥
居
を
く
ぐ
つ
て
右
側
に
三
基
の
石
造
物
が

立
っ
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
も
の
が
「
二

十
三
夜
待
供
養
塔
」
　
で
す
。
高
さ
二
七
c
m
で

角
柱
型
、
台
石
付
き
の
も
の
で
す
。
正
面
に
は

勢
至
菩
薩
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
「
二
十
三
夜

待
供
養
　
文
化
十
三
丙
子
年
　
二
月
吉
日
建
之
」
、

向
か
っ
て
右
側
面
に
「
武
州
豊
嶋
郡
下
石
神
井

村
」
、
台
石
に
は
こ
の
供
養
塔
を
立
て
た
人
々

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
文
化
一
三
年
（
一

八
一
六
）
、
旧
下
石
神
井
村
の
二
十
三
夜
講
の

人
々
が
立
て
た
も
の
で
す
。

二
十
三
夜
符
は
、
特
定
の
月
の
二
三
日
に
仲

間
を
集
め
て
、
月
を
拝
み
飲
食
を
共
に
す
る
民

間
信
仰
で
、
江
戸
時
代
に
は
全
国
各
地
で
盛
ん

で
し
た
。
こ
の
結
び
つ
き
を
　
「
二
十
三
夜
講
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
区
内
で
の
月
待
ち
に
関
わ

る
遺
物
は
少
な
く
、
こ
の
地
域
で
月
待
ち
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。

泉
水
叫
の
カ
易

登
録
有
形
風
格
真
放
射

●
所
在
地
　
氷
川
神
社
　
氷
川
台
四
の
四
七

神
楽
殿
前
に
四
個
、
階
段
上
の
大
樹
の
根
元

に
二
個
置
か
れ
て
い
ま
す
。

力
石
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
若
者
の
　
「
力
だ
め
し
」
に

使
わ
れ
た
卵
形
の
石
で
す
。
こ
の
石
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
石
に
名
前
な
ど
を
刻

ん
で
　
（
切
付
と
い
い
ま
す
）
　
神
社
な
ど
に
納
め

ま
し
た
。
「
力
だ
め
し
」
　
は
、
若
者
ど
う
し
の

娯
楽
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
力
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
人
前
と
し
て
社
会
で
認
め
ら
れ
る

と
い
う
通
過
儀
礼
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

神
楽
殿
前
の
四
個
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
奉
納

三
十
五
メ
目
　
上
宿
」
、
「
奉
納
　
首
相
　
新

ロ
」
、
「
奉
納
　
六
拾
貫
目
　
□
古
谷
戸
　
下

鴨
喜
三
郎
」
、
「
奉
納
　
四
拾
五
貫
余
　
□
湿

化
味
　
若
者
中
」
と
判
読
で
き
ま
す
。
名
前
や

地
名
、
重
量
　
（
一
貫
＝
三
・
七
五
短
）
　
な
ど
の

切
付
で
あ
り
、
力
石
の
典
型
を
示
し
て
い
ま
す
。

「三十五メ目」切付

文
化
財
を
見
学
の
際
は
所
有
者
や
周
囲
の
方
々

に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
下
さ
い
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